
資料１  『帝
てい

範
はん

』　2巻 ；『臣
しん

軌
き

』  2 巻　 ４冊
　　 ( 唐 ) 太宗文皇帝撰 ; ( 唐 ) 則天武后撰 ; ( 日本 ) 闕名點
　　  江戸 : 林和泉掾  寛文 8 (1668) 年跋
『帝範』と『臣軌』は、中国・唐代に編纂された帝王学の基本文献であり、理想的な君主や臣下に求め
られる資質と行動規範を説いている。『帝範』は太宗自らが撰し、皇太子 ( 後の高宗 ) に授けた帝王とし
ての訓戒の書で、2巻 12編から成る。君主が「徳を重んじ、民を慈しみ、法と礼による統治を行うべき」
とし、忠臣や賢者の進言を受け入れる重要性を述べている。一方、『臣軌』は武則天 ( 則天武后 ) の命で
北門学士グループが編纂したもので、2巻 10編から構成され、臣下の忠誠や慎み深い行動の心得を具
体的に示している。両書は儒教思想を基盤とし、善政と社会安定を目指す価値観を反映している。日本
には平安時代以降に伝来し、公家や知識人に愛読され、江戸時代には幕府の教育政策で武士の教養書と
して広く活用された。本書は寛文 8（1668）年に林和

いずみの

泉掾
じょう

時
とき

元
もと

によって出版されたもの。（水野）
   〔ロ 880-40〕

　古代から近世に至る日本のリーダーシップ形成に大きな影響を与えた帝王学の思想と教育につい
て、7点の貴重な資料を通じてご紹介します。帝王学とは、理想的な君主像や統治者としての心得
を学ぶ学問であり、東アジア全域で広く受け入れられました。日本においても政治と教育の基盤を
築く重要な役割を果たしてきました。
　展示資料には、儒教的な徳目や忠孝の思想に基づき、理想的な君臣関係や統治者としての心得が
具体的に書かれています。本展示を通じて、帝王学が果たしてきた歴史的役割を振り返り、現代に
おけるリーダーシップの在り方を考えるきっかけとなれば幸いです。

     ◆小特集◆◆小特集◆              リーダーの条件：日本の帝王学とその教えリーダーの条件：日本の帝王学とその教え



資料 3  『帝
てい

鑑
かん

図
ず

説
せつ

』　6巻 6冊
　 　( 明 ) 張居正；( 明 ) 呂調陽奉勅撰
　　 江戸 : 昌平坂学問所  安政 5(1858) 年刊

明代の張
ちょう

居
きょ

正
せい

と呂
りょ

調
ちょう

陽
よう

が著した皇帝の治政に関する故事・
史評の書である。堯

ぎょう

から宋の哲宗までの君主の治政を、善
の法とすべき 81事、悪の戒めとすべき 36事に分類し、挿
絵を付して幼帝万暦帝に解説したものである。日本では豊
臣秀頼が和刻本を刊行し、徳川家康も愛読している。安政
5年版『帝鑑図説』は、徳川幕府の官板として刊行された。
漢文に訓点を全面に付した和刻本である。昌平坂学問所は、
江戸幕府の教育機関であり、儒教漢学の振興に努め、幕府
直轄の学問所として多くの書籍を収集していた。『帝鑑図説』
もその蔵書に関わり、教育資料として利用された。儒者ら
は『帝鑑図説』を講読し、政治や教育の実践に活用した。
これは幕府の教育政策の一環として、若い将軍慶

よし

福
とみ

( 家
いえ

茂
もち

)
の育成にも寄与した。展示箇所は、堯が、人々の忌憚のな
い政策提言を求めた「諫

かん

鼓
こ

謗
ほう

木
ぼく

」に対応している。（井川）  
〔ヨ 600-56〕

資料 4  『帝
てい

鑑
かん

図
ず

説
せつ

』　　12巻 12冊
　　 洛陽 [ 京 ] : 八尾助左衛門　慶安 3(1650) 年刊

本書は江戸時代慶安 3年出版の完全な和訳本であり、これ
を通じてその内容もより一層日本に広まっていった。展示
箇所は『帝鑑図説』冒頭、伝説の聖王堯が有能な人材を採
用し国を治めた「任

にん

賢
けん

図
と

治
ち

」の部分である。（井川）  

 〔ロ 580-783〕

資料２  『貞
じょう

観
がん

政
せい

要
よう

諺
げん

解
かい

』　　10巻 5冊
　　 林道春著
　　 荒川宗長　寛文 9(1669) 年刊

唐の太宗の言行録である『貞観政要』を和訳した江戸時代
の帝王学の教科書。『貞観政要』は呉

ご

兢
きょう

による 10 巻 40 篇
の編纂書で、太宗が自らを律し、臣下の直言を受け入れる
姿勢が記されている。「士は己を知る者の為に死す」という
『史記』の言葉に感銘を受けた逸話も含まれる。この内容は
君主の理想像を示す手本として広く読まれた。江戸時代に
林
はやし

羅
ら

山
ざん

が編纂した『貞観政要諺解』は、漢文を和訳し読
み仮名や語句の説明を加え、武士にも理解しやすい形式に
仕上げられた。幕府の安定を目的とした指導者教育の一環
として用いられ、儒教的な道徳観を広める役割を果たした。
本書は、統治者の倫理や政治思想を学ぶための教材として
江戸時代の教育において重要な位置を占めていた。
（井川・水野） 〔ヨ 630-13〕



資料５  『後
こう

素
そ

集
しゅう

』　3巻 2冊
　　 狩野一渓著
　　 藤木弥祖五郎写　文化 10(1813) 年

狩野派の絵師である狩
かのう

野一
いっ

渓
けい

(1599-1662) によって編まれた画論。中世から近世初期における画題が、「忠孝」や「聖
賢」、「帝王」などの項目にまとめられている。それぞれ、主題について論じられており、近世初期における画題に
対する認識を読み取ることができる。「忠孝」には、「二十四孝」、「聖賢」には、「欹

き

器
き

」などの儒教に関連する説
話があげられる。「帝王」には、『帝鑑図説』と同じ画題が列記されているものの、『帝鑑図説』の内容が単純化され、
記される。『後素集』の編纂にあたり、簡易的な画論を作ろうとした意図を感じ取ることができる。（水野）
  〔カ 200-80〕

資料６  『続
ぞく

本
ほん

朝
ちょう

人
じん

鑑
かん

』　2巻 2冊
　　 林鵞峰撰
　　 延宝 2(1674) 年写

延宝 2(1674) 年に林鵞
が

峰
ほう

が広島藩主浅野綱
つな

晟
あきら

(1637-1673) の求めに応じて、『本朝人鑑』( 寛文 2<1662> 年 ) を増
補したもの。ただし鵞峰自序よると、完成を前に綱晟は没し、後継ぎの綱

つな

長
なが

が 16 歳の若年であったため、伯父に
あたる三

み

次
よし

藩主浅野長
なが

治
はる

の取り持ちで遺志を継いで完成させたという。原書は「仁厚」「忠義」「英雄」「敏捷」「貞節」「雑
品」の 6章 38条であったが、本書において新たに「孝行」「礼譲」「教誨」「廉直」「度量」「剛勇」「秀才」の 7つ
の徳目を増補し、全体で上下 2巻 114 条としている。出版はされなかったようで、写本のみ伝わる。鵞峰は書生の
草稿に手を入れ、各条末に「林子曰」として論評を記している。「仁厚」章では仁政を敷いた天皇・執政の徳を記す。
後三条天皇親政で「宣

せん

旨
じ

升
ます

」が考案され民政が安定したこと、高倉天皇が園丁の風流心を感受したことが評価され
ている。（谷口） 〔タ 480-2〕
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資料７  『読
とく

史
し

余
よ

論
ろん

』　12巻 12冊
　　 源君美 ( 新井白石 ) 著 ; 萩原裕校正
　　 江戸 : 和泉屋金右衛門 : 山城屋佐兵衛　万延元 (1860) 年刊

江戸時代中頃の儒学者であり、将軍徳川家
いえ

宣
のぶ

と家
いえ

継
つぐ

にも仕えた新井白石 (1657-1725) による歴史書。摂関政
治から豊臣秀吉までの政治史を、実証的な視点で分析している。特に、天皇制や徳川幕府の正当性を論じ、
日本の国体について考察する点に特徴がある。単に事実を記述するだけでなく、各時代の政治の評価や改善
方策を指摘しており、林家による歴史書とは編纂方針が異なる。本書は、正徳 2(1712) 年、将軍家宣へ講じ
た草稿を門弟である土

ど

肥
ひ

霞
か

洲
しゅう

 (1693-1757) が写し、さらに白石の次男である宣
のぶ

卿
のり

(1699-1723) らが転写し、
享保 8(1723) 年に完成した。18世紀後半には、教科書のように広く読まれるようになった。（水野）
 〔ヨ 380-449〕
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